
 芦屋市 法適用申請に対する処分個票 

ID: 1211   

担当部署: 市民生活部 環境・経済室 環境課  

処分の概要 工事設計の確認(法第48条の2第1項における読替え) 

法 令 名 

根 拠 条 項 
水道法 第32条 

法 令 番 号 昭和32年法律第177号 

【根拠条文】 

 (確認) 

第32条 専用水道の布設工事をしようとする者は、その工事に着手する前に、当該工事の設計

が第5条の規定による施設基準に適合するものであることについて、都道府県知事の確認を

受けなければならない。 

 

【基準】 

 根拠条文及び法第33条の規定による。 

(確認の申請) 

第33条 前条の確認の申請をするには、申請書に、工事設計書その他国土交通省令で定める書

類(図面を含む。)を添えて、これを都道府県知事に提出しなければならない。 

2 前項の申請書には、次に掲げる事項を記載しなければならない。 

(1) 申請者の住所及び氏名(法人又は組合にあつては、主たる事務所の所在地及び名称並

びに代表者の氏名) 

(2) 水道事務所の所在地 

3 専用水道の設置者は、前項に規定する申請書の記載事項に変更を生じたときは、速やかに、

その旨を都道府県知事に届け出なければならない。 

4 第1項の工事設計書には、次に掲げる事項を記載しなければならない。 

(1) 1日最大給水量及び1日平均給水量 

(2) 水源の種別及び取水地点 

(3) 水源の水量の概算及び水質試験の結果 

(4) 水道施設の概要 

(5) 水道施設の位置(標高及び水位を含む。)、規模及び構造 

(6) 浄水方法 

(7) 工事の着手及び完了の予定年月日 

(8) その他国土交通省令で定める事項 

5 都道府県知事は、第1項の申請を受理した場合において、当該工事の設計が第5条の規定に

よる施設基準に適合することを確認したときは、申請者にその旨を通知し、適合しないと認

めたとき、又は申請書の添付書類によつては適合するかしないかを判断することができな

いときは、その適合しない点を指摘し、又はその判断することができない理由を付して、申

請者にその旨を通知しなければならない。 

6 前項の通知は、第1項の申請を受理した日から起算して30日以内に、書面をもつてしなけれ

ばならない。 

 

標準処理期間 申請を受理した日から起算して30日以内(法第33条第6項) 

備考  



 芦屋市 法適用申請に対する処分個票 

 

 

設 定 年 月 日 平成28年4月1日 最終変更年月日 令和6年4月1日 

 


